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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　箴言 18:20-21 ･･･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　２１番　力の主を

*交読文　････････････････ 　１３番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７７番　み霊よ、降りて

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：浪川執事　天声：小林 伝道師

聖餐式　･････････････････ 　２８１番　しみもとがも

メッセージ　･･････････････ 乳と蜜の流れる地に入るための査定：ダバル(民数記 13:27-14:38)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　４０２番　主が「進めよ」と

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 3/9-13 のコーエン講義は、文部科学省の通達により中止となりました

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　いと高き者のもとにある隠れ場に住む＿＿、全能者の陰にやどる＿＿は主に言うであろう、「わ

が避け所、わが城、わが信頼しまつるわが神」と。主は＿＿をかりゅうどのわなと、恐ろしい疫病か

ら助け出されるからである。主はその羽をもって、＿＿をおおわれる。＿＿はその翼の下に避け

所を得るであろう。そのまことは大盾、また小盾である。＿＿は夜の恐ろしい物をも、昼に飛んで

くる矢をも恐れることはない。また暗やみに歩きまわる疫病をも、真昼に荒す滅びをも恐れること

はない。たとい千＿＿は＿＿のかたわらに倒れ、万＿＿は＿＿の右に倒れても、その災は＿＿

に近づくことはない。＿＿はただ、その目をもって見、悪しき者の報いを見るだけである。

　＿＿は主を避け所とし、いと高き者をすまいとしたので、災は＿＿に臨まず、悩みは＿＿の天

幕に近づくことはない。これは主が＿＿のために天使たちに命じて、＿＿の歩むすべての道で

＿＿を守らせられるからである。彼らはその手で、＿＿をささえ、石に足を打ちつけることのない

ようにする。＿＿はししと、まむしとを踏み、若いししと、へびとを足の下に踏みにじるであろう。

＿＿はわたしを愛して離れないゆえに、わたしは＿＿を助けよう。＿＿はわが名を知るゆえに、

わたしは＿＿を守る。＿＿がわたしを呼ぶとき、わたしは＿＿に答える。わたしは＿＿の悩みの

ときに、共にいて、＿＿を救い、＿＿に光栄を与えよう。わたしは長寿をもって＿＿を満ち足らせ、

わが救を＿＿に示すであろう。（詩篇91篇）

メッセージ概要

　『彼らはモーセに言った、「わたしたちはあなたが、つかわした地へ行きました。そこはまことに乳と蜜の

流れている地です。これはそのくだものです。』(民数記 13:27)　イスラエルに行ってみると、そこはまさに乳

と蜜の流れる地だと感じた。その地のくだものは、太陽と水にふんだんに育まれ、刺すようなみずみずしさ

で溢れていた。南のベエル・シェバやエルサレムは砂漠の気候なのに、水が湧き上がり、北のガリラヤ湖

周辺は非常に潤って緑豊かで、さらに北端のダンの地、ヘルモン山周辺では豊かな水の流れが出ていた。

四国ほどの面積の中に春夏秋冬があり、砂漠も潤った地もあった。まさに山と谷の地、天の雨で潤ってい

る地、主の目がいつも注がれている地であった。そしてそこは、同時に、人をテストする地でもあった。

主は、乳と蜜の流れる地に入る人を、テストされる。果たしてそこの良きものを享受するに値するかどうかを。

　　本日の書、「民数記」の原語はベミッドバル      במדבר、「荒野にて」という意味である。「ダバル こと）דבר

ば）」に場所を表す前置詞「メム がつくと「ミットバル「מ さらに前置詞ベイト、「（荒野）מדבר がつ（にて～）ב

くと、「荒野にて」の意味となる。民数記の内容は、エジプト（世）から約束の地（神の国）へ行く途上の中間

地帯、荒野（ミットバル）にて、神がテストし、約束の地に入るに値する人と、そうでない人とを振り分けた記

録でもある。神はまず、御言葉という「大正解」を教えられる。そして、目の前に起きる事象や出来事に対し  、

人がどのダバル（ことば）を選択し、発したかによって、採点された。私達も同じように、この「世」という荒野

にて、目の前に起きる諸々の事象に対し、どのダバルを選択して行くかによって、採点される。

　そこは乳と蜜が流れる地であったが、『その地に住む民は強く、その町々は堅固で非常に大きく、わたし

たちはそこにアナクの子孫がいるのを見ました。』(13:28-29)　主は、強靭な原住民をテスト材料に用いられ

た。ついこの間までエジプトで隷属して生きてきたイスラエルの民には、到底勝ち目の無い相手である。

　『その時、カレブはモーセの前で、民をしずめて言った、「わたしたちはすぐにのぼって、攻め取りましょう。

わたしたちは必ず勝つことができます」。しかし、彼と共にのぼって行った人々は言った、「わたしたちはそ

の民のところへ攻めのぼることはできません。彼らはわたしたちよりも強いからです」。』(民数記 13:30-31)
　カレブとヨシュアは「必ず勝つ」と、他の１０人は「攻めのぼる事は出来ない」と、ダバル（言葉）を発した。

自分達の力では到底勝ち目の無い相手なのに、ヨシュアとカレブは、なぜ「必ず勝てる」と判断したのか。

それは神の命令は元々「行け」であり、そして自分達と共に行かれる神は、その者達より遥かに強いからだ。

　他の十人は、主の命令と主の力をキレイさっぱり忘れたかのように、自分と彼らとを比較し、主が示された

地を「悪く」言いふらした。そこは自分たちを滅ぼす地だ、そこに住む者達は強大で、それに対し、自分達

はいなごのように思われた、と(13:32-33)。人々は、そのダバルに感染され、次々に不平・不満を言い出す。

『何故、主は私達をこの地に連れてきて、剣に倒れさせ、また私達の妻子をえじきとされるのであろうか。』

(14:3)　主の言葉を捨て、人由来の弱音や不平、文句を言った人達は、そのダバルどおりにその身に災い

が起き、荒野にて滅びた。ただ神のダバルを握りしめ、御言葉を発した人達だけが約束の地を受け継いだ。

　　言葉（ダバル）。それは感染力を持つ。ダバルの母音が変わってデーベルという発音になると、ペストの

ように広まる「疫病」の意味になる。詩篇 91篇に書いてある。主に対し「わが避け所、わがとりで、私の信頼

するわが神」と宣言する人を、主は狩人のわなから、恐ろしい「疫病（デーベル）」から、救い出される、と。

民数記にて、多くの人を滅びに導いてしまった人間の言葉（ダバル）には感染力があり、それがデーベル

（疫病）へと実体化し、彼らを滅ぼした。それを消毒し、いのちへと導く特効薬は、神のダバルである。

　今回、私たちも試された。2/22以降、イスラエルでは日本人・韓国人はコロナを持っているかのような”ダ

バル”が蔓延し、私達はホテルの隅に隔離され、以降の行程が断念された。軍に拘束される危険性もあっ

たため空港に逃れたが、あちらこちらに追い返された。しかし私達は誰も、絶望の言葉や、「どうして私達を

ここに連れて来たのか」と文句を言わなかった。私達の一人が 38度の熱があると診断され、全身防護服の

検疫官に連れて行かれ、一緒にいた私達も隔離を言い渡された時も、また、用意された航空券が購入で

きない程の高値であった時も、ただ神のダバルを宣言し、祈り続けた結果、主は、とても素晴らしい待遇で

手配して下さり、私達は全員揃って、無事、日本に帰る事が出来た。主は、試される。私達が、この世とい

う「荒野にて」、どのダバルに場所取りするかを。それによって、約束の地に入れるか入れないかが決まる。

デーベルに侵される事なく、神のダバルを宣言し、いのちに溢れた地を受け継ぐ皆さんでありますように！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                           　13:00～
　2 部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 15 巻 9 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020 年 3 月 1 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

